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岡 田 令 子
Karen　Blixen－lsak　Dinesen
　　　　AReport　on
Herself　and　Her　Works
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　“Hvor　gaadefu王dt　og　sva）rt　det　er　at　leve，”tcenkte　han，（D“og　hvad　betyder　det　altsam－
men？＿Hvor　kan　det　veere，　at　mit　eget　Liv　forekommer　mig　af　saa　uendelig　stor　Betydning，
mere　betydnlngsfuldt　end　noge£andet，　som　er　ha∋ndt　i　Verden？－Om　hundrede　Aar　v呈l
der　maaske　veere　Folk，　som　leeser　om　mig　og　mit　Mismod　i　Aften，　for　at　underholde
sig，－og　maaske　finder　de　det　da　s｝et　ikke　underholdende！’
　　（Syv　fantastiske　Forteellinger，　Velene　omkring　Pisa王s．12）
　「生きるということは，何と謎めいていて騒難なことなのだろう品と①彼は考えた。　「そし
て，一体それが何を意味するのだろうか。私にとって，私の入生が今迄に起った何ごとにもまし
てはてしなく重要に愚われるのは，何故なのだろう。百年もすれば，人びとは，私のことや，私
の今夜の悲しみについて，自分が楽しむために読むだけだろうが，はたして，それさえどんなも
のなのだろうか。」
　年経たぶなの木の下で，だまりつづけるKaren　Biixenの墓石の前で，ふと彼女の作品の，こ
んな～節が思い出された。ω
　Karen　Blixen（1885－1962）の作品に，筆者がふれたのは，ごく最近のことであるが，外大50
周年記念にあたって，彼女の作品の一端についてのべる機会を得たことは，大きなよろこびであ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22／
　Karen　Blixenが晦逡女証3）のように，その素姓も明らかにされないまま，米圏文壇に現れ，（’t）
センセーションを巻き起したのは，1934年であり，翌35年，祖国デンマークに於ても，ユニーク
な作家として知られるようになってから，まだ40年も経ってはいない。
　彼女も若い頃，自分の人生の後の三分の一近くが，短編作家として世に迎えられようとは夢
にも思わなかった。（5）Isak　Dinesenというペンネームで，英米文壇にデビューした作品Seτen
Gothic　Tatesは，はじめ英語で書かれ，その後，彼女自身の手によって，デンマーク語に書き
改められて，Syw　fantastisfee　Fortmltingerとして，祖国の読者にも知られるようになった。
　17年間，英領ケニヤで農園を営んだが，この仕事は失敗に終わり，すっかり破産して，帰国し
なければならなくなり，今度は生活のため⑥夢中になって書きだしたが，ケニヤ滞在時代からす
でに，自分の農園で鋤いていた土着の住民を相手に，物語をつくってはそれを彼らに聞かせて
いたという。①魅昔，昔二つ頭の象を持った男がいて…………N。（8）と雷った輿合に，とてつもない
XNナンセンスNNをつくり，⑨ソマリやマサイ族の男女に語り聞かせることに興味をおぼえ，雨季
になると，隠間つぶしに，物語を書いたりもしていた。そのためか，Karen　Blixenの短編は，
あたかも自の前の聴衆に話しかけるように，生き生きと書かれている。
　主として，19世紀前半を生きた入物を登場させながら，不思議で，神秘的な，又超自然とも言
える世界をつくり，そこで彼女の人生観，宇宙観ともいうべきものを，読者の前にくり拡げてみ
せた。
　1954年，Ernest　Hemingwayは，（1°）ノーベル賞を受けることになったが，それを知った時，こ
の賞は自分よりむしろIsak　Dinesenが受けるべきである，といったといわれる。彼女はそれ以
来，ノーベル賞の候補にあがったが，受賞の栄をみないうちに1962年9月7曝に他界した。
　この小論では，Karen　Blixen一王sak　Dinesenの作品を理解するに必要と思われる，彼女の略
歴をまつ紹介し，デビュー作の短編の一っ，Vejene　omkring　Pisa－The　Roads　round　Pisaを
例にとって，作品内容の一端をさぐってみることにとどまるが，その他の作品についても，他の
機会にのべてみたいと希望している。
H
　Karen　Blixenの生れたRungstedの町は，コペンハーゲンから北へ25　kmの海岸沿にあり，
彼女の生家は‘Rungsted玉und’①と呼ばれる白壁の美しい建物で，後に広い林をひかえ，前には
小さな漁港があり，対岸には．Oresund海峡をへだてて，スat・一デンがみえる。彼女の生れた年
は1885年であるから，これは詩人H．C．　Andersen（L’）が死んでから，10年目にあたる。父の代か
らここに移り佐んだが，父の家は代々Djursland（3）の名門で，姓はDinesenといった。家族の
中には王室に仕えたり，貴族と縁組をしたり，軍人になるものが多かった。（4＞彼女の父Wilhelm
Dinesen（1845－1895）も次男であったためか軍入となり，祖羅とドイツの戦いに参加し（1864）（「））
仏独戦争（1870－187i）1こも欺戦翻についていた。彼は参戦の経験を庫にしたが，特にパリ・コ
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ミユーンについては，（吻）aris　u？zder　Co？nMiMe（コミユーン下のパリ）という～冊にまとめた。
そこで彼は，フランス人同志が流血の闘争の中にあるのを見て，自分の仏軍への参加の意義を考
えさせられた。丁度その時パリに煽いた報せで，自分の愛していた従妹のAgnes　Frijsが，20
才の誕生溺を鳶有に，イタリー旅行中に病死したことを知り，大きな打撃を受けた。これが原因
で，アメリカのウエスコンシンに渡り，森の中で狩をしながら隠者に近い生活を送ったが，時ど
き交渉のあった，インディアンなどの生活をJagtbreve⑦（狩の乎紙）として世に出し，作家と
しても知られていた。Karen　Blixenは女三人，男二人姉弟の中で，上から二番蔭に生れ，父が
特に彼女を可愛がり，よく散歩に連れ歩いては，自分の両親や，その家族の話をしたり，道に生
えている草木について語った。だが，彼女が10才の時，当時GreRh地区（8ノ出身の貴族院議員で
あったこの父は，種々の問題になやまされた結果，（｛J）コペンのペンションの一室で自殺をとげ，
これが，何時までも彼女の内画に深い影響を与えることになった。
　母は豪商の出で，Ingeborg（ie）といい，父の目にはあまり美しくない婦人であったが，若い頃に
は政治にも興味を持つインテリ女性であった。しかし，夫の死後はずっと黒い服をつけて，子供
の養育に専心した。
　近くの学校まで，25kmもあったので，子供達は母と，未婚のBessと呼ばれる叔母と，祖母
の三人の女性から教育を受けたが，彼女は幼い時から母国の文学はもとより，英仏文学をはじ
め，世界の古典に親しみ，特にシェークスピアについては深い知識を持つようになった。子供の
時から詩や劇などを書き，家族で上演することもあった。又，莫国などで，大学の教授の家庭で
夏休みを過すなどして，もともと得意であった語学に磨きをかけたりもしたが，書くという秀で
た才能をのばそうとはせず，絵の方に進むべく専門教育を受けることになったのは，ただ彼女を
取りまいていた三人の女に反抗を示すためであった。1903年から1906年までコペンハーゲンの美
術学校で修業をし，さらに，絵の勉強という名目で，パリやm一マに遊学したが，これらの大都
市は，彼女に強い刺戟を与えた。立派な顧家にはなれそうもないことに気がついていた彼女は，
20才を過ぎた頃には，小品を文学レビュー（11＞に発表したりしていた。
　その頃から，スエーデンの男爵であった従弟のBror　von　Blixen－Finecl〈e（1886－1946）から
何度も結婚を申し込まれていた。しかし，何の運命のいたづらか，Brorには双児の兄弟があ
り，彼女はもう一方のHansの方に思いを寄せていfcが，彼はそれには答えなかったのであっ
た。愛がないと書うことよりも，彼の父の手伝いをするだけで，独立した生活を送っていなかっ
たBrorと南スエーデンの田舎で送る生活を考えると，気がすすまず，申し込みをしりぞけてい
た。しかし，ちょうどその頃，親類にアフリカへ行った者があり，その話にBrorもKarenも
刺戟され，当時細家の圧迫からのがれたいと望んでいた二人であったので，ローマから帰ってか
らKarenはBrorと婚約し，親戚の出資で二入はアフリカで将来を切り開くことになった。先づ
Brorがケニヤに渡り，6000エーカーの土地を，高さ2000　mのNgong蕩地に買って，コーヒー
閑の準備をし，翌年（1914）1月Karenの上陸したMombasaで結婚式を挙げたのは，彼女が
28才の時であった。
　男爵の称号はBrorとの結婚によるものである。一年後には，この結婚の由に，彼女は不治の
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病にかかり，その上，夫には恋愛沙汰が多く，一人で農閑にいることが多かった。時としては，
狩をすることを夫から欝ったり，第一次大戦中は二入で英国側について活躍もしたが，その後
1922年正式に離婚した。
　しかし，1919年にはすでにOxford出身のDenys　Finch－Hatton（1887～1931）に出会い，
彼女の生活はより溝たされたものになっていた。Denysはアフリカ探検家として，指導的な位
践を占めていたが，同時に高い文学的教養を身につけており，行動と思考の両者をそなえ，音楽
に対しても，鋭い感性と才能を示し，彼との出合いが，Karen　Blixenの精神的糧となり，その
作家生活に大きい影響を及ぼした。アフリカ滞在中の回想録（n）にもDenysのことについて多く
が語られている。
　彼女は土地の人びとに愛され，彼らの友人とも，医師とも，教育者ともなりながら，農園をほ
とんど一人で経営した。その間，母や弟Thomas　Dinesen（’3）が数團に渡ってアフリカを訪閣し，
彼女を助けてはいたが，それまで赤字つづきであった農園が1931年遂に破産し，それを売り払
い，その後始末に奔走していた時，運悪くもDenysは自ら操縦する飛行機が落ちて死亡した。
　同年，Karenは，17年前自分がアフリカに渡った時，アデンへ迎えに来てくれて以来の無二
の親友であり，忠実な召使いであったFarah〈”Dにモンバッサー迄つきそわれて，ただ一入アフ
リカをあとにした。
　彼女がアフリカを去る迄を，その活動の前半とすれぱ，後半は故郷のRungstedへ帰り，弟
Thomasが経済的援助を二年間与えるという約束で作家生活に入り，1934年前述のデビュー作が
生れたのである。
　世に認められはじめたのを幸いに，その才能を生かして，ジャーナリストとして，もう一度ア
フリカへ行ってみたいと思ったKaren　Blixenは，英国政府と交渉するが，聞き入れられず，ジ
ュネーヴの国際連盟本部で働いたりしながら，（15）第二の傑作OZIt　of　ASrlc“を1937年，英語と
デンマーク語で発表し，その後，デンマークの新聞，“Politiken”の記者としてベルリンに派遣さ
れたりもした。
　1941年には，Seven　GothiC　Taies，　Out（）f∠Afi’lcaに続いて，第三の傑作，　Winter’s　Tates
が英語で発表されるが，原稿は，ドイツ軍占領下にあった祖国から，中立国スエーデンのストッ
クホルムへ送られ，さらにロンドンへそれからアメリカへ渡ったのであった。
　若い頃のKaren　B王ixenがあこがれ，彼の入院中には花束を送った，ヨーmッパの大批評家
Georg　Brandes（1842－1927）は，彼女の帰国後の成功を見ずして世を去っていたが，自国のノ
ーベル賞受賞者として知られているJohannes　V．　Jensen（16）など文学者たちとも行ききがあり，
若い作家の中には，彼女を慕って，Rungstedlundに集まって来るものもあった。
　当時のデンマーク文学界は，リアリズムがその主潮であった頃で，Karen　Blixenは生活環境
からして，デンマークに，死にたえようとして，いまだ残っていた一部の貴族や，上流社会に
しか接することがなかったから，そういった社会にのみ題材を求めた彼女の作贔も，全く文学界
を驚かすものであり，どのように彼女を位置づけてよいか，わからなかった。（IT）
　ドイツ占領下にあっても，新しいPierre　Andr6zelとも・う新しいペンネームで，作家活動を
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つづけ，読者は次第にふえていった。戦後1952年には，Babettes　Grestbud（バベットの宴）や
Kardinalens　Tred　il　e　Historie（枢機卿の第三の物語）なども母国語でかきつづけ，前者は当時
の名優，Bodil　Ibsen（1889－1964）の朗読によって，ラジオを遍じ広く人びとに知らされるよ
うになった。彼女が自分の最後の作品になると思ったSidste　Fortdittinger（最後の物語）は
1957年に発表されたが，すでに，それ迄には1955年にH。C．　Andersen賞を受けており，さら
にHenri　Nathansenの記念賞，　Henrik　PontopPidan賞などを国内で受け，㈹1957年にはアメ
リカン・アカデミーの名誉会員として迎えられ，さらに，1960年に母国デンマーク・アカデミー
の会員となった。（19）この年にはSandhedenS召鋤2z（2°）（真実の報復）がT．　V．劇場のプログラム
にのせられた。アフリカの回想録に属するものには，前述のOut　of　Africa－Den　afri1（anske
Farmの他に，1960無発表のSkygge2z　Pd　Gra？∬et（草原の上の影）がある。
　随筆としては，その人生観をのべた，01z　Mottoes（）f　My五がθ（1962）があり，前述の作品
とは，異ったジャンルのものである。若い頃に使ったペンネームOsceolaC2Dは，作品題名Osceeta
となって，これも1962年に世に出た。すなわち，彼女の他界した年であった。その翌年にはFra
det　gamle　1）anmarfe（昔のデンマークより）とEhrengard（エーレンガード）の短編集が，
1963年には記念全集7巻と，抜葦集Karen　BLixen　et　udvαig（22）が出版された。この抜葦集にあ
る文献目録は，Robert　Langbaum’23）のThe　GaYetY　of　Vision（1964）のものと並んで，完全
に近いものである。
　デンマーク作家の場合，作家の死後は一般にその作品の批評は下火になるのが普通であるが（2，4）
Karen　Blixenの場合は，国内の読者を今も引きつけるぼかりではなく，その主要作品はa一ロ
ッパの多くの圏諮に翻訳され，さらにヘブライ語にも訳され，（2r））広い読者厨から高く評価されて
いる。
　最近の新聞㈹によると，今年三月末には未発表の短編を発表することも一疇計画された。彼女
の生家は，作家自身とその家族から，Rungstedlundfondet（R。協会）として寄付され，現在，
その地域一帯は鳥類保護区に指定されると共に，建物は，文学，科学振興の目的に使用されるこ
とときめられている。具体的には，ここで，デンマークeアカデミーがその集会を持ったり，国
際的な学会や集会をしたりしている。又，彼女がアフリカ滞在中に住んでいたナイロビ近郊の建
物は，“Karen　House”と呼ばれて，彼女が帰圏にあたって手離したのを，後田，デンマーク政
府が買い取り，ig53年のケニヤ独立にあたって，政府からの贈物として返され，現在女性の家事
教育の一端を荷なう施設として使用されている。
　Karen　Biixenは不治の病になやまされ，数回の手術を受け，1960年ニューa一クを訪問した
頃には，食物は管で流し込まなければならない程に，健康を害していたにもかかわらず，よくこ
の病気をおして，死ぬ数日前まで仕事をつづけた努力は，驚異に価いするものであり，彼女の作
品と共に，彼女自身を人間として，女性として，又，作家としてみた隣の多様性，そのスケール
の大きさを称讃せざるをえない。
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　　　Vejene　omkring　Pisaについて（D
　50才近くになって，初めてまとまった作品集が出るにあたって，Karen　Blixenは男性名Isak
Dinesenをそのペンネームにし，読者も作者を男性だと思って，疑わなかった。（2）王sakはヘブラ
イ語でXX笑う者ヤという意味で，年老いてから子供一すなわち作品一を生んだ自分を笑ってつけ
たものらしい。（3）そして，作品名を“Gothic”としたのは一種の文学的気どりからだと言う。ω
　Vejene　omkring　Pisa（ピサを周る道）は，デンマーク版では七つのうちの第一の物語であ
る。（5）この物語は，さらに短い九つの部分からなっている。それらは，ILugteflasken（気付け
びん）ff　Den　ulykkelige　Heendelse（不慮の出来ごと）皿Den　gamle　Dames　Historie（老貴
婦入の話）IV　Den　unge　Dames　Sorger（若い貴婦人の悲しみ）VHisterien　om　den　lejede
Morder（殺し屋の物語）VI　MarioRetterne（マリオネット劇）V旺Duellen（決闘）噸Den　befri－
ede　Fange（解放された囚われ人）IX　Afskedsgave且（別れの贈り物）である。
　物語は1821年，（6）五月の或る夕方，主入公，デンマークから来たAugustus　von　Schimmelman伯
爵が，Pisaに近い居酒屋で，学校時代のドイツの友人Karlへ手紙を書いているところから始まる。
　そして，この物語の主要テーマとも思われるものがAugustusの言葉で語られる。
　Sandheden　er　vist，　ligesom　Tiden，　et　Begreb，　der　er　blevet　til　gennem　menneskeligt
Samvaer，　og　endntt　beror　derpaa．　Hvad　er　f．　Eks．　Sandheden　om　et　Bjerg　iangt　inde　i
Afrika，　der　ikke　har　noget　Navn，　og　hvorover　der　i騒ke　gaar　hverken　Vej　eller　Sti？－Mens
Sandheden　om　den　Vej，　jeg　nu　gaar　paa，　er，　at　den　fφrer　til　Pisa，　og　Sandheden　om　Pisa
er　at　finde　i　Bφger，　skrevet　og｝eest　af　Mennesk骨r，　om　den　er　der　Enighed　imellem　Folk．－
Hvad　er　Sandheden　om　en　Mand　paa　enφde／？Og　jeg－jeg　er　som　eR　Mand　paa　enφde
．o！
　真実とは隣間と岡じように，入間が一緒にいることを通して，又それに依って形成される一つ
の概念である。例えばアフリカ奥地の，名もなく，道も通じていない山についての真実とは何だ
ろう。私が今歩いている道についての真実とはピサに通じていることであり，ピサについての真
実とは，もし人々の聞に同意したものがあれば，人によって審：かれ，又よまれる本の中にみつけ
ることが出来るのである。孤島にいる一人の男についての真実とは何だろうか，そして私・私は
孤島にいる一入の男のようなものだ。
　それと共に“Hvad　er　jeg？”（私とは何か）の間題も出てくるが，それも真実と同じように，
他人に映った自分をみるしかない。
　＿＿Saaledes　bliver　jo　vort　Veesen　genspejlet　i　ethvert　Menneskes　Bevidsthed，　som　vi
mφder，　og　saaledes　biiver　det　bestandlg　fordrejet　til　en　Karikatur，　som　dog　aldrig　er　helt
uden　Lighed　med　vort　virkelige　Jeg，　og　som　foregiver　at　veere　Sandheden　om　os　selv．
　自分とは，一定のものではなく，その相手によって変るものであり，自分が一しょに住み，出
会う人闘の意識の中に反映されているものであるといっている。ここにKaren　Blixenの作島
の，一つの主要テーマである養多様盤ヤもはっき9X．Li・てくる。しかし，霞分を昆るに適当なも
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のがある。Augustusにとって親友のKarl。のように友情，共感を持つ入たちは，自分を映すの
に最適の鏡である。その時その時にかかわる人間関係にこそ，ただの夢ではない，何か確かなも
のがあるのだ。そして，Augustusは，今いる場所には，以上のような意味に於ける鏡になるべ
きものがなく，孤独の中にいる。
　彼は上衣のポケットから大叔母のくれた気付けびんを取り出すが，そこには大きな木と，潤に
かけられた橋があり，その後にピンクの城が描かれ，ミ心からの友情ミとしるされてある。幼い
時，そこに行けば幸福になれるという物語をつくったこともあったが，そこへ将来行ってみたい
と愚い，現在彼はイタリーを旅行中なのだ。そこで第一章は終るが，読者は，そういった彼に，
何かがおこるであろうことを予感させられるのである。
　期待通りに，すぐ前で事故が起り，彼は一人の老貴婦人に出会う。彼女から打開け話を聞かさ
れて，彼の思考や思いを圧倒し越えた所で，この貴婦人にかかわってしまうことになる。そし
て，彼女に，Pisaにいる自分の孫娘に会いに来るようにとの，伝言を渡すよう依頼され，是非
ともPisaに陶わなくてはならないことになってしまう。
　AugustusがPlsaの一つ手前の宿に泊まっている時，男装の少女，又，老若二人の王子に偶
然出会うことになるが，その王子二人の聞に口論が趨り，決闘となる。彼はまたしても，期せず
して，彼らの立合人になってくれと頼まれ，引き受けざるを得なくなってしまうが，人生の出来
事の真ただ中にいる自分に喜びを感じるのである。決闘の前夜少女にマリオネット劇にさそわ
れ，見物に行くが，その舞台でKaren　Blixenの宇宙観ともいうべきものが，　ミ魔女、の口を通
して語られるのである。
　Sandheden　er，　at　vi　alle　spiller　med　i　en　Marionetkomedie．“Hvad　et，　mine　Bφrn，　seerlig
ga）ider　om　i　en　Marionetkomedie，　er　at　holde　Forfatterens　Id6　klar．　Det　er　en　Hemmelig－
hed，　som　jeg　dog　vil　betro　Eder，　at　dette　er　den　sande　Lykke，　som　Folk　leder　efter　paa
he｝t　andre　Steder．　Ja，　det　er　det　velsignede　ved　at　spille　med　i　en　Marionetkomedie，09
da　jeg　nu　langt　om　larnge　er　k◎mmet　ind　i　en，　vil　jeg　heller　aldrig　ud　af　den三gen．　Men
oh，　I　mine　Medspillende，－hold　Forfatterens　Id6　klar，　ja　driv　den　ud　i　dens　yderste　Kon－
sekvens．”（P．40）
　真実とか自分とは何かといったことは，他人との関係のなかにあるが，それら人間関係全体が
実は，丁度マリオネット劇のようなもので，個々の俳優は，人形と同じく，彼ら～人一人の意志
とか計圃をこえた或る一つの作家の意図ともいうべき何かによって，最後の最後まで構成され，
操られているのである。それをみたAugustusは“私の人生が，自分の役割をよく知っていると
ころのマリオネット劇であれば，入生はたやすく，又，楽しいものなのだ力爽と思う。（40～4i）
　この作品の構成にあたって，Karen　Blixenは，　Augustusが次々と出くわす人物や事件は，
実はすべてが深いかかわりを持っていたのだということを彼自身に最後にしらしめるように仕組
んでいる。
　すなわち，Augustusの最汐」に出会った老貴婦人の先妻とその娘は嵩産のために死ぬ。この経
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験から，その娘の残したRosinaを，この難から守るべく，老貴婦人はRosinaを，不能の老王
子に嫁がせる。しかし，一ケ月後，RosiRaはまだ処女だということで，　Popeから離婚許可を
え，恋人のMarioと結ばれる。一方，老王子は友入のNinoをRosinaの寝室へ送り，自分の
代役をやらせたのに，まだ妻が処女であると宣言し離婚したのにショックを受け，金だけを取っ
て，殺人を行わなかった殺し屋の話しをして，Ninoにあてこすりをする。そこで，役目をはた
したはつだと信じているNinoは怒って，老王子に決闘をいどむ。この闇の真相は，Rosinaが，
その夜，一時間だけ恋人のMarioに会いに行っており，その間友人のAgneseが寝室にいたの
であった。決闘の場にいる男装の少女がこのAgneseであったのだが，そのことを，決闘の直
前に老王子は少女から知らされ，驚きのあまり死んでしまう。そこでNinOとAgneseも事情
を了解し，特に彼女は今まで自分がしばられていた，屈辱感から解放される。
　以上の成り行きについてきたAugustus自身も，　Pisaでは，恋愛沙汰などの他とのかかわり
を自らが持つようになる。老貴婦人から或る日招待を受け，その家を訪問する。雨の申を馬車で
行く描写から，そこが彼の持っている気付けびんに描かれた場所であることが読者にはわかる。
　今はRosinaに子供が生れており，老貴嬬人も，今迄の心配をよそに，家族そろって幸福感に
ひたっている。彼女の全生涯を通じて出会ったすべての出来事が，実は現在のように収まるべく
あったことを知ったわけで，いいかえればx・作家ヤの意図が彼女に明らかになった時点にいるの
である。老貴婦人はAugustusに感謝のしるしとして，一つのハート形の気付けびんを贈るが，
そこには，彼自身の故郷の家が描かれ，又ミ心からの愛。xとしるされているのをみて，この老貴
婦人と，自分の大叔母が無二の親友であったことも彼にはわかる。
　かくの如く，Karen　Biixenの，非常にこみ入った話しを，彼女特有の構成力の確かさを以
て，どんどん読者を魅惑させながら，ひきずって行く筆致は見事なものである。この物語で作者
は，人生の底まで見通すことのできない入間が，物事の先を予想し，それにのっとって，他人の
生き方まで計画し，前述のマリオネット劇のミ作家ヤの如く思い込んで行動するが，彼らの想像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　ゆの及ばなかった形で物事が進行し，現実の報復を受けるさまを優雅な文体で描き出している。
一応，九章に至って，読者はこの物語の事件の真相と解決をみるが，主人公Aは，後B，もう少
し，年をとった姿で，七つの短編中の一つ，「詩入」に再び現れ，我われは彼の人生に対する考
え方の推移をみることになるのである。
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